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日本の惑星探査

　人類初 の人工衛星ス プー トニ クが上が っ たの は 1957年の 事で
， 私 は大学 を出て数年を経

てお り原子核研究所に勤めてい た．それ まで ロ ケ ッ ト観測などはア メ リカ
，

ソ連でか なり行

なわれて い たが ，人工衛星の出現は私達にと っ て は遠い 別世界の ような話であ っ た． しか し ．

その 頃か ら日本で は亡 くなられた天文台の畑 中先生が宇宙科学に 関心 をもつ 若者を集めて
，

1 月の 初 め に勉強会 を行な っ て お られた ．先生は お忙 し く，正 月の 休 みの 問に研究会 を開 こ

うと言うの で あろう。朝早 くか ら数 日間行な うこの研究会を先生 は寒稽古 と称 して お られた．

集 まる者は ，天文関係をは じめ色々 な分野の 人で ，他分野の 話の 聞ける楽しい 会で あっ た．

後 に
， 宇宙関係で活躍された方々 も多い が ，この 勉強会で学ばれた成果で あろ う．時 には惑

星探査機の ニ ュ
ース等 ， 研究会の 間に先生 の所 に新聞社か ら問い合わせ があ り ， ホ ッ ト ・ニ

ュ
ース を披露 して 下 さっ た こ となどが思い 出 される．時代が下 っ て 1969年に は ア ポ ロ 11号

が月面着陸に成功する，日本は次の年初 めて 人工衛星 『おおすみ亅の打 ち上 げに成功するが ，

惑星探査等はまだ夢の 彼方で あ っ た ．始めて地球の 引力圏か ら飛び出 したの は 『ハ レ ー探査」

の 『さきが け』， 『すい せ い 」で 1985年の 事で ある．こ の 頃はすで に米ソ 合わせ る と 200機 を

越す惑星探査機 を打ち上 げてい る．つ い で 月の ス イン グ バ イの Eひてん亅であ る．

　さて 1989年に新 しい ロ ケ ッ トM − V の 開発が認め られ ，日本の惑星探査 も本格的に議論

される ように な っ た，それ まで
， 日本で は小型衛星の特長を生か して

， 『工学衛星」，『太陽地

球観測」や if×線天文学亅等で 国際的に高く評価 され る成果 を上げて きたが ，これは関係研

究者の 目標に対する明確なス トラ テ ジーと永年の知的継続性と経験と技術の 蓄積に よるもの

で あ っ た．

　今から2年前の COSPAR は ワシ ン トンで 開かれ たSpace　Congressで ある，冷戦後とは言

え，米ソ の 大型探査機の 計画は進行中で ，極端 にい えば ， その 中で宇宙科学研究所も衛星探

査をやり始め るの か と言う程度の印象を与えたようで あっ た．しか し，今年の ハ ン ブル クで

の COSPAR で は様子は …
変 して 予算の大 きい 大型探査機の 計画は停滞し

， 日本の 計画 は幾分

遅れ気味で も着実に進行 して い るの が深い 印象を人々に与えて い た．ソ連の経済不振に加え

て ，冷戦構造と国家威信 と言 う事で肥大化 した宇宙予算は本来の 平和時に有る べ き経済的バ

ラ ン ス 程度に まで 縮小されて きた ため で ある．惑星探査の 出発の 時期 として は順風の 時に巡

り合わせ た こ とに なる．各国注視の 的で あ る．しか し，これか らの道の りは険しい ．

　 さて こ こ まで書い て
， 日本の 惑星科学探査の 今後は如何に有 るべ きか を考 える．まず ，こ
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